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プ
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（

 
 

）
Ｒ

（

 
 

）
番 

名
前

（

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

） 
〈め
あ
て
〉
熟
語
の
読
み
方
「重
箱
読
み
」
「湯
桶
読
み
」
を
理
解
す
る  

教
科
書
Ｐ
１０５ 

 
 

 

 

漢
字
二
字
の
熟
語
に
は
、
「憂
愁
」
の
よ
う
に
上
の
漢
字
も
下
の
漢
字
も
音
で
読
む
も
の
、
ま
た
は
、
「星
空
」
の
よ
う
に
上
の
漢
字
も
下
の
漢
字
も
訓
で
読

む
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
な
か
に
は
、
次
の
よ
う
に
音
読
み
で
も
訓
読
み
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
漢
字
も
あ
る
。 

 
 

 

・
草
原 

（

 
 

ソ
ウ
ゲ
ン 

 

・ 

く
さ
は
ら 

 
 

 

） 

 
 

 

・
年
月 

（

 
 

ネ
ン
ゲ
ツ 

 

・ 

と
し
つ
き 

 
 

 

） 

 
 

 

・
牧
場 

（

 
 

ボ
ク
ジ
ョ
ウ 
・ 

 

ま
き
ば 

 
 

 

） 

  

ま
た
、
音
と
訓
を
組
み
合
わ
せ
て
読
む
熟
語
も
あ
る
。 

  
 

 

（

 

ジ
ュ
ウ
ば
こ
） 

 
 

 

重
箱
読
み 

→ 
 

音
読
み 

 

＋ 

訓
読
み 

 
 

 

（

 

ゆ 

ト
ウ 

） 

 
 

 

湯
桶
読
み 

→ 
 

訓
読
み 

 

＋ 

音
読
み 

 

１ 

次
の
Ａ
・
Ｂ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
の
漢
字
を
選
ん
で
、
六
つ
の
熟
語
を
作
ろ
う
。 

  

Ａ 

花 

仙 

貝 

措 

堕 

峡 

 

Ｂ 

人 

殻 

置 

道 

谷 

落 

  
 

（

 
 

仙
人 

 

）
（

 

貝
殻 

 

）
（

 
 

堕
落 

 

）
（

 
 

峡
谷 

 

）
（

 
 

花
道 
 

）
（

 
 

措
置 

 

） 

 
 

 

２ 

次
の
―
―
線
の
熟
語
に
読
み
仮
名
を
つ
け
よ
う
。
ま
た
、
重
箱
読
み

【じ
】
か
、
湯
桶
読
み

【ゆ
】
か
答
え
な
さ
い
。 

  

【例
】 

手
紙
の
消
印
は
昨
日
の
も
の
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

読
み

（

 

け
し
イ
ン 

 
 

 

）
【 

ゆ 
】 

 

① 

台
所
に
は
、
陶
器
の
お
皿
が
並
ん
で
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

読
み

（

 

ダ
イ
ど
こ
ろ 

 
 

）
【 

じ 

】 

 
 

② 

新
聞
の
夕
刊
に
、
飛
行
機
の
墜
落
事
故
の
記
事
が
載
っ
て
い
た
。 

 

読
み

（

 

ゆ
う
カ
ン 

 
 

 

）
【 

ゆ 

】 

 
 

③ 

こ
の
場
所
に
、
紡
績
工
場
が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

読
み

（

 

ば
シ
ョ 

 
 

 
 

）
【 

ゆ 

】 

 
 

④ 

こ
の
仕
事
は
、
わ
た
し
た
ち
の
汗
と
涙
の
結
晶
だ
。 

 
 

 
 

 
 

読
み

（

 

シ
ご
と 

 
 

 
 

）
【 

じ 

】 

 
 

⑤ 

人
の
手
本
と
な
る
よ
う
、
怠
惰
な
生
活
を
慎
む
。 

 
 

 
 

 
 

 

読
み

（

 

て
ホ
ン 

 
 

 
 

）
【 

ゆ 

】 

 
 

⑥ 

彼
は
役
場
の
仕
事
を
辞
め
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

読
み

（

 

ヤ
ク
ば 

 
 

 
 

）
【 

じ 

】 

 
 

⑦ 

手
帳
に
し
お
り
を
挟
む
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

読
み

（

 

て
チ
ョ
ウ 

 
 

 

）
【 

ゆ 

】 

 
 

⑧ 

天
気
が
悪
か
っ
た
の
で
、
雨
具
を
持
っ
て
外
出
し
た
。 

 
 

 
 

 

読
み

（

 

あ
ま
グ 

 
 

 
 

）
【 

ゆ 

】 
 

 
 

⑨ 

こ
れ
は
、
本
物
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

読
み

（

 

ホ
ン
も
の 

 
 

 

）
【 

じ 

】 

⑩ 
 
 

犬
と
猿
は
相
性
が
悪
い
と
い
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

読
み

（

 

あ
い
シ
ョ
ウ 

 
 

）
【 

ゆ 

】 

⑪ 

わ
ず
か
な
荷
物
を
持
っ
て
旅
に
出
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

読
み

（

 

に
モ
ツ 

 
 

 
 

）
【 

ゆ 

】 

⑫ 

祖
父
は
毎
朝
、
謡
曲
の
練
習
を
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

読
み

（

 

マ
イ
あ
さ 

 
 

 

）
【 

じ 

】 

⑬ 

天
窓
の
辺
り
に
蚊
が
群
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

読
み

（

 

テ
ン
ま
ど 

 
 

 

）
【 

じ 

】 

 

 

＊
自
己
評
価 

①
何
を
し
た
か 

②
わ
か
っ
た
こ
と 

③
つ
い
た
力 

に
つ
い
て
振
り
返
り
を
書
こ
う
。 

 
 

 
 

 
 

（

 

 

 

お
節
か
、
年
越
し
そ
ば
か

・
・
・
・ 

 
 
 

熟
語
の
読
み
に
重
箱
や
そ
ば
湯
を
入
れ
る
湯
桶
が

あ
る
な
ん
て
、
ま
る
で
年
の
暮
れ
み
た
い
！ 



  
 

 
 

                            
 

 
 

                      

 

菊
は
音
読
み
？
訓
読
み
？ 

 

秋
に
咲
く
菊
は
、
日
本
原
産
の
花
だ
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
実
は
中
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
も

の
。
そ
の
た
め
、
菊
の
読
み
は
音
読
み
だ
。
菊

の
他
に
、
音
読
み
を
訓
読
み
と
勘
違
い
し
そ
う

な
漢
字
に
、
絵

（
エ
）
、
象

（ゾ
ウ
）
、
鉄

（テ

ツ
）
、
図

（ズ
）
、
地

（ジ
）
な
ど
が
あ
る
。 
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